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神奈川県公立中学校教育研究会美術科部会 会長  大野 郁子 
県央地区教育研究大会美術科部会運営委員長    田所 俊二 

 

 

大会テーマ 

   
 
 

 
 
 
 

〇日時 令和８年１１月１３日（金） ※午後日程 
 
12:00～12:30 12:30～13:10 13:20～14:30 14:50～15:55 16：00～16：45 

受付 
 

開会式 
基調提案 

研究発表 
第１分科会 
第２分科会 
第３分科会 

記念講演会 閉会式 

 

〇会場 厚木市文化会館 〒243-0032 厚木市恩名 1丁目 9－20       
                              

 

 

      

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 記念講演会 平田 朝一 氏 
国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官 

中学校長   様 
美術科教諭 各位 

神奈川県公立中学校教育研究会 美術科部会 

第５３回研究大会県央地区大会運営委員会  

神奈川県教育委員会 厚木市教育委員会 愛川町教育委員会 清川村教育委員会 

海老名市教育委員会 座間市教育委員会 大和市教育委員会 綾瀬市教育委員会 

【主 催】 
 
 【後 援】 

「変化が激しい不確実な社会の中で、学びを通じて自分の人生を舵取りし、社会の中で多様な他者と
ともに生きる力を育む」ために、美術科は何ができるでしょうか。次期学習指導要領に向けた「論点整
理」に示される、「初発の思考や行動を起こす力・好奇心」・「学びの主体的な調整」・「他者との対話や
協働」を軸に、やってみたいと思わせる題材と出会う活動、試すことを通して自己調整を促す活動、他
者との協働を通して表現したり見方や考えを深めたりする活動をテーマに、研究を進めています。 

『出会う・試す・分かち合う』 

第５３回神奈川県公立中学校教育研究会美術科部会研究大会 
県央地区大会 最終案内 

参加申し込みはこちらのGoogle Formsからお願いします。 
大会参加者は役員、OB、研究部員、実行委員も含め、右のQR コード
より個人で申し込みをしてください。 
申し込み期限は９月３０日（水）です。 

 



第１分科会 海老名市・座間市「出会う」  

 

 

 

 

第２分科会 大和市・綾瀬市 「試す」 
 

 

 

 

 
 
第３分科会 厚木愛甲地区 「分かち合う」 

   

 

 

 

連絡先:神中美研究大会県央地区大会事務局 秋元 優子 

厚木市立睦合東中学校 

〒243－0211 厚木市三田 3472 

電話 046－221－5956  FAX  046－221－5957  

 

【鉄道利用】 
小田急小田原線「本厚木駅」で下車。徒歩 13 分 
【空港利用】 
［羽田空港から］本厚木行直行バス、12 番乗り場（約 60 分） 
【車利用】 
［東名高速厚木インターから］国道 129 号で厚木市街方面に約 10 分 
［中央高速相模湖インターから］国道 412 号で厚木方面に約 60 分 
【駐車場（約 320 台）】 
※駐車場に限りがありますので、公共の交通機関をご利用 
ください。 

※駐車場が満車となった場合は近隣の有料駐車場をご利用 
ください。 

「変化が激しい時代において、主体的に自らの人生を舵取りしていくためには、（中略）初発の思考や行動
を起こしていくことが必要。このことは一人ひとりの個性的な人生形成の基礎となる」ことから、生徒がワ
クワクしたり、好奇心を持ったりするような素材や題材との出会いに着目し、生徒がやってみたいと思わせ
る「初発の思考や行動を起こす力・好奇心」について研究しました。 

提案① 海老名市…「大谷中課題解決隊になろう！」 
提案②  座間市…「墨の魅力と出会おう！水墨画の鑑賞と制作」 

提案① 厚木市…「デザインでつくる、安全・安心な街 ～街づくりピクトグラムの制作～」 
提案② 愛川町…「町から広がる和菓子の輪 ～愛川ブランドの和菓子を作ろう～」 

提案① 大和市…「あの窓を覗くと ～遠くに広がる世界～」 
提案② 綾瀬市…「生活を彩る ～神奈川県産の檜を活かした壁飾り～」 

「自分の思考や行動を客観的に把握し認識（メタ認知）しながら学習を自己調整し、思考や行動を修正した
り次の思考や行動に繋げたりする力」から、主体的に自己調整する、素材や技法を試すことに着目し、「学びの
主体的な調整」について研究しました。 

「生涯にわたって主体的に学び続け、多様な他者と協働しながら、自らの人生を舵取りすることができる（後
略）」から、個人探求したものをグループ探求の場に持ち寄り、お互いを認め合い、分かち合う活動に着目し、
「他者との対話や協働」について研究しました。 


